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令和７年３月定例会の概要
総額３,８８９億余円の令和７年度予算決まる。
令和７年３月富山市議会定例会は、２月２７日から３月２４日まで２６日間の会期で開かれました。
令和７年度富山市一般会計予算などの予算案件、令和６年度補正予算案件、条例案件、契約案件、
意見書等について審議し、合わせて９１議案が原案のとおり決まりました。

定 例 会 の 日 程

令和７年度 令和６年度 対前年度比較

一般会計 １,９５５億７,２９２万３千 １,７５８億１,１２１万８千 １１１．２

特別会計 １,４６４億９,５８１万４千 １,３６３億３,１２９万２千 １０７．５

企業会計  　４６８億６,４６０万５千  　４７５億５,５２１万２千 ９８．５

合　　計 ３,８８９億３,３３４万２千 ３,５９６億９,７７２万２千 １０８．１

令和７年度の予算規模（当初）	 （円）	 （％）

２月２７日 本会議（提案理由説明ほか）
３月　４日 本会議（代表質問）２会派
３月　５日 本会議（代表質問）２会派　（一般質問）３人
３月　６日 本会議（一般質問）８人
３月１０日 本会議（一般質問）５人

３月１１日
本会議（一般質問ほか）３人
予算決算委員会（前期全体会・補正分、当初分）

３月１２日
常任委員会・分科会（補正分）
予算決算委員会（後期全体会・補正分）
本会議（補正分の委員長報告・討論・採決ほか）

３月１３日 予算決算委員会分科会（経済環境）・経済環境委員会
３月１４日 予算決算委員会分科会（厚生）　・厚生委員会
３月１７日 予算決算委員会分科会（建設）　・建設委員会
３月１８日 予算決算委員会分科会（総務文教）・総務文教委員会
３月１９日 予算決算委員会（後期全体会・当初分）
３月２４日 本会議（当初分の委員長報告・討論・採決ほか）

可 決 し た 主 な 議 案
〇令和７年度の予算等
■予算案件　　　　　　　　　　　　　　　
主な事業【総合計画　施策別】

すべての人が輝き安心して暮らせるまち 安心・安全で持続性のある魅力的なまち

・学びの多様化学校事業
・総合体育館Ｒコンセッション事業
・こども誰でも通園事業

・避難所解錠設備整備事業
・軌道運転士確保事業
・ヒト・マチ・ＭａａＳ賑わい創出事業

人が集い活気にあふれ希望に満ちたまち 共生社会を実現し誇りを大切にする協働のまち

・農林水産物Ｗｅｂ販売支援事業
・ＴＯＹＡＭＡから世界への舞台芸術発信事業
・ガラス美術館開館１０周年記念事業

・合併２０周年記念事業
・企業版ふるさと納税促進事業
・地区センター機能の強化事業

■条例案件　　　　　　　　　　　　　　　
〇富山市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定の件
〇富山市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
　制定の件
〇富山市こども医療費助成条例の一部を改正する条例制定の件
〇富山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定の件

■その他の議決案件　　　　　　　　　　　　　
〇財産の無償貸付の件
〇市道路線の認定及び廃止の件

本会議・起立採決の様子

７年度に専用端末を設置することでマイナンバーカードの
更新手続き等が可能となる呉羽地区センター
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■予算案件　　　　　　　　　　　　　　　
〇６年度富山市一般会計補正予算
　・総合体育館Ｒコンセッション事業委託料
　・漁業経営構造改善事業補助金等 
　・市道整備事業費（金屋線外）
　・小学校学校施設整備事業費（藤ノ木小学校グラウンド整備工事等）
　・インバウンド誘致強化事業委託料等（情報発信強化、インバウンド対策、
　　広域連携、おもてなし、ＰＲイベントへの参加）
〇６年度富山市特別会計補正予算（８会計）
〇６年度富山市企業会計補正予算（２会計）

■契約案件　　　　　　　　　　　　　　　
〇委託契約締結の件
　・富山市教育ネットワーク環境構築等業務委託

制度名称を変更することを求める陳情 不採択

学校・園における新型コロナウイルス感染症対策の強化・常設化に関する陳情
（令和７年分陳情第５号 –１・総務文教委員会付託分）※ 不採択

学校・園における新型コロナウイルス感染症対策の強化・常設化に関する陳情
（令和７年分陳情第５号 – ２・厚生委員会付託分）※ 不採択

新型コロナウイルス感染症罹
り

患
かん

後症状（後遺症）支援体制構築に関する陳情 不採択

新型コロナウイルスワクチンの定期化及び費用補助の全世代拡充に関する陳情 不採択

※陳情の内容が総務文教委員会および厚生委員会の所管にわたることから、会議規則に基づき各委員会に付託されました。

老朽化した下水道管の敷設替え工事の待遇改善を求める意見書（議員提出議案第２号） 国土交通大臣　他４件へ提出

陳 情 審議された結果は、次のとおりです。

意 見 書 次の意見書を可決し、国会および関係行政庁などへ提出しました。 意見書とは、市の公益に関することについて議会の
意思を意見としてまとめた文書のことです。

補正前 補正額 補正後
一般会計 １,８７７億７,１５６万９千 １９億５,４１９万５千 １,８９７億２,５７６万４千
特別会計 １,４２９億３,５０４万７千 ▲１９億６,２７１万４千 １,４０９億７,２３３万３千
企業会計 ４８０億１,３０９万６千 ▲３,３０７万４千 ４７９億８,００２万２千
合　　計 ３,７８７億１,９７１万２千 ▲４,１５９万３千 ３,７８６億７,８１１万９千

〇令和６年度の３月補正予算等� （円）

市政への要望・意見等がある場合に、市議会に提出する文書のうち、
議員の紹介があるものを請願、ないものを陳情といいます。

議案・意見書の会派別賛否一覧 賛否が分かれた議案等については、次のとおりです。
表中の見方：「○」＝賛成　「×」＝反対　※会派人数は、議長と欠席議員を除いたもの。

議決日 件　　名 議決結果
富山市議会
自由民主党
（１４人）

自由民主党
（８人）

公明党
（３人）

立憲民主党
（２人）

会派 誠政
（２人）

日本共産党
（２人）

気魄
（１人）

政策フォー
ラム32

（１人）

３月１２日

議案
第５７号 令和６年度富山市一般会計補正予算（第１１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案
第７３号

財産取得の件（呉羽丘陵フットパス連絡橋周辺広
場官民連携事業における特定公園施設） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

３月２４日

議案
第１号 令和７年度富山市一般会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議員提出議案
第３号

公立小中学校における学校給食の無償化を求める
意見書 否決 × × × 〇 × 〇 × ×

全ての議案に対する議員個人ごとの賛否の一覧表を富山市議会のホームページに掲載しています。
また、本会議で、賛成討論・反対討論があったものについて、一覧表の中に討論の要旨も掲載しています。 ▼　

ニューヨーク・タイムズ紙の「２０２５年に行くべき
５２か所」に本市が選定されたことに伴い、外国人観
光客の増加が見込まれることから、多言語化対応を図
るおわら資料館
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委 員 会・諸 会 議 定例会中の本会議や常任委員会のほかにも、委員会等を開催し、
市政についての課題や、議会改革などについて協議しています。

日付 委員会等 協議事項等

１月１４日 政務活動費のあり方
検討会 ◦グリーン車の利用　・宿泊費（国の旅費制度の改正）

２７日 議会運営委員会 ・代表質問の在り方　・３月定例会の運営
・富山市議会会議規則および富山市議会委員会条例の一部改正

２月１３日 各派代表者会議

・�富山市議会における個人情報の保護に関する条例および同条例施行規程の一部
改正　

・議会改革検討調査会の協議結果
・議長および議選監査委員の決算審査への参加
・部門別常任委員会の所管　・令和７年度議会費当初予算（案）

２０日
議案説明会 ◦３月定例会提出予定案件の概要

議会運営委員会 ◦議会改革検討調査会の協議結果
◦富山市議会会議規則および富山市議会委員会条例の一部改正

２７日
各派代表者会議

◦富山市議会会議規則および富山市議会委員会条例の一部改正
◦議会選出役員の辞表の取り扱い
◦常任委員会の見直し　◦議会改革検討調査会の在り方等　◦人事案件
◦常願寺川右岸水防市町村組合議会議員選挙
◦選挙管理委員会委員およびその補充員選挙

議会報編集委員会 ◦とやま市議会だより（No.８５）

２８日 議会運営委員会 ◦追加議案　◦３月定例会の運営　◦富山市議会委員会条例等の一部改正

３月１０日 委員長会議 ◦議案等の委員会付託

１１日 議会運営委員会 ◦会派から提出された意見書（案）・決議（案）

１２日 委員長会議 ◦補正予算等の委員会審査結果の確認

１７日 議会運営委員会

◦議案の審査　◦意見書・決議
◦富山市議会予算決算委員会運営要綱の一部改正
◦富山市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正
◦議員派遣の件　◦本会議の進め方

２４日 委員長会議 ◦当初予算等の委員会審査結果の確認

４月　４日 議会報編集委員会 ◦とやま市議会だより（No.８５）の発行
◦とやま市議会だよりの文字の書体

（４月４日現在）
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議会運営委員会
常任委員会（予算決算委員会）

議会運営委員会と５つの常任委員会において、付託された議案などを審査し、３月１２日、２４日の
本会議では、各委員会の審査の概要と結果が報告されました（各分科会の報告は、３月１２日、１９日
の予算決算委員会）。本紙では、その内容の一部を掲載します。

　富山市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例制定の件１件について
は、原案のとおり「可決」した。

　６年度富山市一般会計補正予算、７年度富山市一般会
計予算など３３件については、いずれも原案のとおり
「可決」、「承認」した。

　６年度富山市一般会計補正予算、７年度富山市一般会
計予算など７件について、審査した。

移住促進事業（当初分）　　　　　　　　　　　　　　
委員　７年度から新たに実施する事業がいくつかあるが、
これは６年度の取り組みを踏まえて、より効果的に推進
しようという狙いがあるのか。
市　本事業における大きな変更点として、７年度は、タ
ーゲットを絞って戦略的な取り組みを推進することとし
ている。
　結婚・出産などの人生の転機を意識する２０代・３０
代の女性や、医療・福祉などの人材が不足している職種
をターゲットとし、移住を単なる人口の社会増として捉
えるのではなく、その後の出産や人材不足分野における
担い手などにつながることを期待している。

【その他の主な審査の概要】
・�議案第１号　令和７年度富山市一般会計予算「企画事
務費および展覧会開催事業費（当初分）」について、
意見の表明があった。

　６年度富山市一般会計補正予算、７年度富山市一般会
計予算など１２件について、審査した。

７年度富山市病院事業会計予算（当初分）　　　　　　
委員　電子カルテ系ネットワーク機器を更新するとのこ
とだが、セキュリティ対策はどのようになっているのか。
市　まず、電子カルテ系ネットワークは、インターネッ
トに接続している事務系ネットワークとは完全に分離し
ており、インターネットとは接続していない。
　また、今回更新するネットワーク機器についても二重
化することで、どちらかに障害が発生してももう一方が
作動するよう、冗長化を行っている。
　また電子カルテを閲覧する端末には、データの漏えい
防止のための機能があり、特定のＵＳＢしか認識できな
いようにしている。

【その他の主な審査の概要】
・�議案第５７号　令和６年度富山市一般会計補正予算
（第１１号）「体育施設管理運営費（補正分）」につ
いて、意見の表明があった。
・�議案第１号　令和７年度富山市一般会計予算「体育施
設管理運営費（当初分）」について、意見の表明があった。

　６年度富山市一般会計補正予算、７年度富山市一般会
計予算など１３件について、審査した。

鳥獣対策事業（クマ対策）（当初分）　　　　　　　　
委員　野生動物自動検出ＡＩ活用補助金において、クマ
出没情報を市民に迅速に周知するためのＡＩカメラを
１０台増設し、合計２０台で運用するとのことだが、実
際には何台必要だと考えているのか。
市　ＡＩカメラをさまざまな場所に設置することで、数
多くの情報を入手できることから、台数は多いに越した
ことはないと考えている。
　今後運用していく中で、いろいろな問題点が出てくる
ことや、新製品が出る可能性も考えられることから、一
気に台数を増やすのではなく、徐々に増やしていきたい
と考えている。

　６年度富山市一般会計補正予算、７年度富山市一般会
計予算など９件について、審査した。

鉄軌道線利用実態調査事業（当初分）　　　　　　　　
委員　路面電車南北接続による鉄軌道線の利用状況や利
用圏域の変化を把握し、今後の活性化施策を検討するた
め、鉄軌道利用者を対象とした調査を行うとのことだが、
具体的にどのような調査を行うのか。
市　市内の全ての鉄軌道の利用者に対し、９月頃に調査
票を配布し、記入の上、郵送で回答していただく予定と
している。
　調査票には、利用した駅や住所を記載していただくこ
とで、どのエリアから駅へアクセスされているのかを確
認できるため、それらのデータを基に利用圏域を把握し
たいと考えている。

５ページから６ページの報告の内容（質疑、討論、意
見の表明を含む）につきましては、富山市議会ホーム
ぺージ「会議録等の公開」からご覧いただけます。

▲委員会等の審査の概要と結果

議会運営委員会

予算決算委員会

建設分科会

総務文教分科会

経済環境分科会

厚生分科会
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常任委員会
（部門別常任委員会）

　委託契約締結の件（富山市教育ネットワーク環境構築
等業務委託）、富山市個人情報の保護に関する法律施行
条例の一部を改正する条例制定の件など１１件について
は、いずれも原案のとおり「可決」した。
　また、陳情１件については、「不採択」すべきものと
決した。

富山市事務分掌条例の一部を改正する条例制定の件（当初分）
委員　こども家庭部の事務分掌であった少子化対策に関
する事項を企画管理部に移管し、あわせて、人口減少対
策に関する事項を企画管理部の事務分掌に追加するとの
ことだが、どのような意図があるのか。
市　少子化対策に関する事項については、これまでこど
も家庭部の事務分掌として子育て支援を中心に政策を考
えていたが、部局横断的な少子化対策にまでは至ってい
ない。
　第３次富山市総合計画の策定に向けて議論を進めてい
くにあたり、人口減少対策と少子化対策は併せて議論し
ていく必要があると考えており、企画管理部が主導すべ
きであると判断した。
　また、これらは現在本市が直面している最も大きな課
題であることから、新たに事務分掌として条例に規定し
たいと考えている。

【その他の主な審査の概要】
・�令和７年分陳情第５号－１　学校・園における新型コ
ロナウイルス感染症対策の強化・常設化に関する陳情
について、市から説明があった。

【所管部局からの報告事項】
○企画管理部
・「第３期」富山市まち・ひと・しごと総合戦略
・令和７年４月行政組織の一部改正
〇教育委員会
・令和７年度学校給食費
・富山市子ども読書活動推進計画（第五次）の策定
〇財務部
・富山市市税条例の一部改正（案）

　富山市民生委員定数条例の一部を改正する条例制定の
件、富山市妊産婦医療費助成条例の一部を改正する条例
制定の件など２２件については、いずれも原案のとおり
「可決」した。

　また、陳情４件については、「不採択」すべきものと
決した。

【その他の主な審査の概要】
・�令和７年分陳情第４号　制度名称を変更することを求
める陳情、令和７年分陳情第５号－２　学校・園にお
ける新型コロナウイルス感染症対策の強化・常設化に
関する陳情、令和７年分陳情第６号　新型コロナウイ
ルス感染症罹

り

患
かん

後症状（後遺症）支援体制構築に関す
る陳情、令和７年分陳情第７号　新型コロナウイルス
ワクチンの定期化及び費用補助の全世代拡充に関する
陳情について、市から説明があった。

【所管部局からの報告事項】
○病院事業局
・富山まちなか病院再整備基本構想の策定
○こども家庭部
・富山市こども計画

　富山国際会議場の指定管理者の指定の件、富山市公設
地方卸売市場条例の一部を改正する条例制定の件など３
件については、いずれも原案のとおり「可決」した。

【所管部局からの報告事項】
○商工労働部
・くすり関連施設整備事業
・山田地域観光施設利活用事業

　富山市まちなか賑わい広場の指定管理者の指定の件、
富山市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の
資格等を定める条例の一部を改正する条例制定の件など
１０件については、いずれも原案のとおり「可決」した。

富山市職員定数条例の一部を改正する条例制定の件（当初分）
委員　消防局の職員定数を１２人増員し、富山消防署に
配置するとのことだが、具体的にどのような配置を考え
ているのか。
市　富山消防署には隔日勤務をしている救急隊が５隊あ
り、それぞれ２班体制で勤務しているため、現段階では、
各班に１人ずつで計１０人を配置し、残りの２人は通信
指令課に配置したいと考えている。
委員　各班に１人ずつ増員することにより、どのような
勤務体系となり、負担軽減が図られるのか。
市　現在、救急車には隊員が３人搭乗しているが、１人
増員となることで、例えば出動ごとに搭乗する隊員を入
れ替えることもできるのではないかと考えている。

【所管部局からの報告事項】
〇上下水道局
・上下水道耐震化計画の策定
〇建設部
・新たな富山市浸水対策基本計画の策定
・訴えの提起の結果
〇活力都市創造部
・桜木町地区市街地再開発事業の推進

総務文教委員会

建設委員会

厚生委員会

経済環境委員会
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代表質問
【所属議員３人以上の会派が行います】

４つの会派が代表質問を行いました。その中から一部の質問・答弁の要旨をお知らせします。
議員名の横の二次元コードを読み込むと、インターネットで代表質問の様子を閲覧できます。　

市長の市政運営

問 本市が持続可能な都市であり続けるために、将来
に向けて人口減少対策にどのように取り組むのか。

答 国では、若年人口が急減する２０３０年代に入る
までをラストチャンスと捉え、次元の異なる少子

化対策に取り組んでいる。国の政策と歩調を合わせ、地
方創生の取り組みを一層推進し、子育て日本一富山の実
現を目指したい。こうした中にあっても、現在、未婚化・
晩婚化に加え、若者、とりわけ多くの女性が首都圏等に
転出し、婚姻数や出生数が減り、さらなる若年人口の減
少を招いている。このため、今後、人口減少をできる限
り「緩和」するため、子ども・子育て支援に加え、若者
への結婚支援や市内での就労支援、移住・定住の促進な
どの施策に取り組みたい。また、成長力のある社会を構
築していくためには、中小企業等に対してＤＸなどによ
る労働生産性の向上に向けた支援を積極的に行う必要が
あると考えている。社会のあらゆる分野でのデジタル技
術のさらなる活用や、福祉人材や新規就農者などを発掘
して人材不足の解消に取り組むなど、人口減少社会への
「適応」に向けて、人口が増加し続けている時代に作り
上げた仕組みを再構築したい。� (市長）

不登校対策

問 学びの多様化学校の開校に向けた準備を今後どの
ように進めていくのか。

答 ７年度末に大広田小学校と統合予定である、現在
の浜黒崎小学校の校舎を活用し、学校型の小中一

貫校として８年４月の開校を目指して準備を進めていく
こととしている。具体的には、学びの多様化学校として
国の指定を受けるため、施設形態や児童生徒数の見込み
に加え、不登校児童生徒の実態に配慮した各教科の授業
時数の設定や、新設の教科を取り入れた特別な教育課程
を盛り込んだ実施計画書を作成することとしている。ま
た、学校や適応指導教室等と連携しながら児童生徒の募
集および選考を行うほか、不登校児童生徒の特性に合わ
せた教育環境を提供するため、個別の学習スペースや相
談室等の整備、きめ細かな支援を実現するための教職員
等の人員確保や教員研修の充実にも努めたい。（教育長）

富山まちなか病院の再整備

問 富山まちなか病院の再整備にあたり、医療機能の
方向性や整備場所、整備手法の基本的な考え方に

ついて、見解は。

答 再整備の基本的な考え方として、まず、医療機能
の方向性では、地域医療構想において需要が見込

まれる回復期機能を中心とした医療提供体制の維持、拡

充のほか、在宅医療や日中の高齢者救急への対応に努め
たい。次に、再整備の場所については、検討の結果、現
在地が適地であると考えている。最後に、再整備の手法
では、入院棟を増築し既存施設の改修を行う「長寿命化
案と、病院施設を全て新しくする「建て替え」案を検討
したが、事業費や今後の財政負担の面などから、入院棟
を増築して既存施設の改修を行う長寿命化案を基本に、
今後、詳細な検討を進めたい。� （病院事業管理者）

家庭ごみ有料化

問 家庭ごみの有料化を今後どのように進めていくのか。

答 市では、家庭ごみ有料化を検討するにあたり、制
度導入済み都市への視察調査や中核市へのアンケ�

ート調査などにより有料化によるごみの減量の効果や手
数料の徴収方法などを調べ、その調査結果を昨年７月に
開催した富山市環境審議会において報告した。同審議会
では、専門家の意見も取り入れつつ詳細な調査・分析が
必要であるといった意見を複数いただいたため、現在、
本市の一般廃棄物処理に係る現状や課題の整理および先
進事例の調査・分析などを行っている。
　今後、収集した情報の整理などを経て、本年夏ごろに
開催予定の同審議会において、調査業務の結果報告に併
せて、本市における有料化制度の素案の骨格について示
し、審議していただくことを考えている。
　私は、家庭ごみ有料化が、ごみ処理に係る経費の一部
を市民の皆さまに応分負担していただく制度であること
から、十分なご理解を得るために、同審議会等の意見を
踏まえ着実に検討を進め、熟度が高まった時点で、市民
の皆さまへ制度の素案をお示ししたいと考えている。（市長）

次期都市マスタープラン

問 次期計画におけるまちづくりの方向性は。

答 これからのまちづくりでは、公共交通の持続性の
低下、社会インフラの老朽化等、さまざまな課題

が顕在化し、市民生活に大きな影響を及ぼすことが懸念
される。このことから、将来市民に責任が持てる持続可
能な都市であり続けることが必要であり、また、市民生
活の質の向上を図るために、豊かな暮らしや多様な都市
活動を生み出す活力ある都市の創造に取り組むことも重
要である。引き続き、本市の充実した公共交通網をまち
づくりの根幹として位置付け、今後の人口減少に対応し
た既成市街地を最大限に活用した土地利用を促すことに
より、過剰な社会インフラや建物の発生を抑制し、都心
や公共交通沿線に人口や都市の諸機能を集積させ、持続
性の高いコンパクトシティを作り上げていきたい。（市長）

富山市議会自由民主党
高田　重信

」
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代表質問

富山地方鉄道鉄道線

問 富山地方鉄道鉄道線の経営状況をどのように捉え
ているのか。また、支援の必要性についてどのよ

うに考えているのか。

答 富山地方鉄道鉄道線の経営状況は、新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響による利用者の減少や、

昨今の物価高騰の影響等により、大変厳しい状況が続い
ているものと認識している。これまで本市では、県や沿
線市町村と連携して、安全輸送のためのレール交換やＰ
Ｃ枕木化などの施設更新に対して支援を行うとともに、
同社の責によらないコロナ禍における減収の補

ほ
塡
てん
や燃料

価格の高騰に対しても支援を行ってきたが、一過性の支
援では、根本的な収支改善には至らないものと考えてい
る。そのため、今後の持続可能な鉄道線の実現に向けて
は、まちづくりに必要な投資という観点で抜本的な経営
改善につながる取り組みを進めていく必要があるととも
に、鉄道線の経営状況が逼

ひっ
迫
ぱく
していることから、スピー

ド感をもって検討を深めていく必要があると考えている。	
� （市長）

地域コミュニティーの活性化

問 市職員が自治振興会や町内会で活躍することにつ
いて、市長の考えは。また、地域活動に参加した

職員を人事考課で評価することや県が検討している地域
貢献のための特別休暇制度導入について、市長の見解は。

答 市職員の地域活動への参加等は、普段の職務では
得られない課題等を収集できる機会であり、そこ

で得られた知識等を職務に生かすことで市民福祉の向上
につながると考える。一方で災害が発生した際などは、
市職員は災害応急業務等に携わらなければならないため、
地域で活躍していただけるあらゆる立場の方々を確保す
る必要がある。こうした考えの下、地域活動に参加した
職員を人事考課で評価することは、現在の法に基づく評
価制度にはなじまないと考える。また、職員が勤務時間
中に職務を離れて地域活動に参加するためのインセンテ�
ィブとする特別休暇制度の導入は考えていない。（市長）

災害に強いまちづくり

問 災害に強いまちづくりに対する思いと、特に重視
する分野について市長の見解は。

答 私はこれまで公共施設等の耐震化に加え、防災危
機管理部を創設する等、ハード、ソフトの両面か

ら「公助」の充実に努めてきた。さらに、自主防災組織
結成等の支援や地域住民と市職員、教員との協働による
避難所開設・運営訓練を実施し、「自助」「共助」「公助」
の連携を図ってきた。私は、地域住民主体の「自助」「共

助」と行政主体の「公助」が一体となって初めて災害に
強いまちづくりを実現できると考えているため、地域住
民の声に耳を傾け、災害時の相互応援協定を締結してい
る企業等との連携等を重視し、引き続き、職員一丸とな
って不断の努力を続けたい。� （市長）

老朽化した下水道の敷設替え

問 下水道の敷設替えを担っている事業者に対する思
いと、国や関係機関に対して歩掛や現場管理費の

見直しを要望すべきと考えるが、市長の見解は。

答 下水道の敷設替え等では、汚水が流れた下水道管
内部での作業等があり、作業員の皆さんは大変危

険で困難かつ不快な作業環境の中で従事されていること
に対し、頭が下がる思いである。歩掛や現場管理費は、
国において、受注者の適正な利潤の確保等を図るため、
必要に応じて改定する等の対応が行われてきた。上下水
道局で実施している富山市建設業協会下水道部会等との
意見交換の場で現場の実態等をお聞きした上で、必要に
応じて国や関係機関等に対し伝えていくことが大事であ
り、富山県下水道協会の会長である私としても必要があ
れば国等に直接働きかけていきたい。� （市長）

自由民主党
柞山　数男

【質問項目】
▼市長の市政運営　▼本市の魅力発信
▼学校再編の跡地利用　▼当初予算
▼今後の防災対策の取り組み　▼不登校対策　
▼富山市・医師会急患センター　
▼帯状疱

ほう
疹
しん
ワクチンの定期接種化　

▼子ども・子育て支援施策　
▼マイナビオールスターゲーム２０２６の開催　
▼病院事業の経営　▼富山まちなか病院の再整備　
▼ゼロカーボンシティ　▼家庭ごみ有料化　
▼中小企業の人材確保　▼コンベンションの誘致　
▼被災した農地や農業用施設の復旧状況と今後の見通し
▼市内産の農林水産物の販路拡大　
▼次期都市マスタープラン　▼富山地方鉄道鉄道線
▼新たな富山市浸水対策基本計画
▼上下水道事業　▼消防行政

【質問項目】
▼総合計画の進

しん
捗
ちょく
と課題　▼地域コミュニティーの活性化

▼災害に強いまちづくり　▼学童等の支援の拡充　
▼老朽化した下水道の敷設替え　▼持続可能な農業　
▼市街化区域内の農地　
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誰もが安心して暮らせる地域づくり

問 デジタル技術を活用し、医療や介護、福祉サービ
スの向上や健康づくりの推進に取り組む必要があ

ると考えるが、見解は。

答 市の医療・福祉・健康の分野におけるデジタル技
術を活用した取り組みとして、大山地域でのオン

ライン診療・服薬指導実証実験や徘徊の恐れのある高齢
者の情報に紐づく二次元コード付きシールを配布し、徘
徊時にスマートフォンでこれを読み取ることで、家族へ
連絡が届く取り組み等を進めている。また、７年度では、
介護分野において国が推進している居宅介護支援事業所
と居宅サービス事業所とのケアプランのやりとりをオン
ラインで完結するケアプランデータ連携システムを普及
させるため、事業所向けの研修会を実施し、介護従事者
の負担軽減等を進めたい。今後、医療や介護等における
市民ニーズがますます高まる中で、デジタル技術を活用
することは、健康寿命の延伸や医療や介護等に携わる方
々の負担軽減を図るために有効であることから、今後も
市のさまざまな施策にデジタル技術の導入を図り、市民
生活の質等のさらなる向上を目指していきたい。（市長）

子どもの幸せが最優先の社会

問 公立学校施設における体育館等への空調整備につ
いて、国の「空調設備整備臨時特例交付金」を活

用して、計画的に進めていくべきと考えるが、見解は。

答 小中学校の体育館におけるエアコン整備について
は、熱中症対策の観点から必要性が高まっており、

また、災害発生時における防災機能強化の観点からも有
効であると考えている。このことから、６年度において
空調設置検討業務委託を実施した結果、費用が高額でか
つ作業量も膨大であることが判明したため、体育館への
空調設置が完了してから特別教室への空調設置に着手す
るなど、費用と作業量を平準化する必要があると考えて
いる。教育委員会としては、７年度中に具体的な整備対
象や整備期間、契約方法などを決定し、「空調設備整備
臨時特例交付金」も含め、有利な財源を検討した上で、
８年度から整備に着手したいと考えている。� (教育長）

６年度事業における成果と課題

問 プラスチック資源一括回収とダンボールコンポス
トによる堆肥化の実証事業の成果と課題は。

答 ごみの減量化と資源化を図るため６年度からプラ
スチック資源一括回収やダンボールコンポスト普

及啓発事業に取り組んだ。プラスチック資源一括回収は
実施前に住民説明会等で幅広く周知し、市民の皆さまに
ご理解とご協力をいただき、１月末現在の回収総量は前
年同期比約１０％増の２，１８６トンとなった。また、
昨年６月に開催したダンボールコンポストの作り方等を
紹介する講座で希望者へ基材を配布し、各家庭で生ごみ
の堆肥化を体験していただいたところ「減量の効果があ
った」等の意見があった。いずれの事業もさらなるごみ
の減量効果を得るためには、いかに多くの方々に取り組
んでいただくかが課題であるため、限られたスペースで
も取り組み可能なトートバックを利用したコンポスト講
座を７年度に新たに加えるとともに、出前講座等の周知
啓発により、一層のごみの減量化と資源化に努めたい。�
� (環境部長）

介護職場の賃金改善と介護施設の増設

問 要介護３から要介護５の方が、安心して特別養護
老人ホームなどに入所できるように、施設の増築

や新設が必要と考えるが、見解は。

答 本市では、３年ごとに策定する介護保険事業計画
で、特別養護老人ホームなどの介護保険施設を含

めた施設整備数の目標値を定めている。本年２月１日時
点の施設数は、６８施設、４，６６３床で本市の施設整
備率は中核市の中でも高いことおよび給付費の増加や介
護保険料への影響などのバランスを考慮し、第９期計画
（６年度から８年度）では、これらの施設の床数を増や
さないこととしている。一方、施設入所の順番待ちが発
生していることから、施設サービスの需給状況や介護保
険料への影響などを勘案しながら、次期計画の施設整備
数に反映させたいと考えている。� (福祉保健部長）

立憲民主党
村石　篤

公明党
松井　桂将

【質問項目】
▼物価高克服へ、暮らしを守る施策　
▼子どもの幸せが最優先の社会
▼誰もが安心して暮らせる地域づくり　
▼災害に強い富山市の構築
▼若者が安心して将来を選択できる社会

【質問項目】
▼６年度事業における成果と課題
▼消防職員の処遇改善等　▼消防職員の不正・不祥事予防
▼不登校対策　▼５歳児健診の実施
▼介護職場の賃金改善と介護施設の増設
▼７年度予算における委託料
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一般質問
子育て支援事業
豊岡　達郎（富山市議会自由民主党）

問 おむつ替え、授乳の場のある場所の
さらなるアピールが必要と考えるが、

見解は。

答 本市では、子育て世帯が外出しやす
い環境づくりを推進するため、市の子育て支援ウ

ェブサイト「育さぽとやま」の「子育て施設マップ」に、
まちなかで利用できる授乳室やおむつ交換スペース等の
情報を７年３月から掲載する。また、「子育て施設マッ
プ」を紹介するカードを新たに作成し、母子健康手帳交
付時に配布する。今後も「子育て施設マップ」の充実を
図り、その周知に努めたい。	 （こども家庭部長）

【質問項目】
▼宅地液状化防止事業　▼既成市街地の課題解決
▼子育て支援事業

タイトル
■■　■■（■■■■党）

問 □□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

答 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

農地災害復旧工事
藤田　克樹（自由民主党）

問 被災した農地で育てたお米を「災害
復興米」としてブランド化するなど、 

農家が継続して営農できる応援体制づくり
は有効であると考えるが、市長の見解は。

答 被災した農家がその後も継続して営農する意欲を
維持していただくためには、県や農協等と一緒に

なって後押ししていくことも大切であると考えている。
「震災復興米」を販売した羽咋市や全農石川県本部の
「いしかわ元気米プロジェクト」等の事例を参考に、コ
メの販売を行う農協等からの要望があれば、市としても
必要となる応援について検討していきたい。	 （市長）

【質問項目】
▼移住促進　▼農地災害復旧工事

幸せ日本一とやま
髙田　真里（富山市議会自由民主党）

問 「幸せ日本一とやま」について、市
長の思いは。

答 市民の皆さんが社会の原点である家
族の絆を深め、地域への愛着やシビ�

ックプライドを抱くことはもちろん、未来の全ての子ど
もの成長をわが子のように願い、ふるさと富山を次の世
代につなぐことに幸せを感じられるよう、あえて日本一
という高い目標を掲げ、市の一体感の醸成を図りたいと
考えている。今後も、市民一人ひとりの幸せの総和を最
大化し、全ての市民が「幸せ日本一とやま」を実感でき
るよう、心のこもった市政運営にまい進したい。（市長）
【質問項目】
▼幸せ日本一とやま　▼富山地方鉄道の鉄道線　▼物価高騰対策
▼道路の除雪対策

学びの多様化学校（不登校特例校）
金岡　貴裕（自由民主党）

問 教員等を目指す大学生のボランティ
アを受け入れしやすいように大学等

とも連携すべきと考えるが、見解は。

答 児童生徒に対するきめ細かな支援を
行うためには、スクールカウンセラー等の専門家

の配置等だけでなく、大学等の教育機関との連携も大変
有効だと考える。既に学びの多様化学校を設置している
自治体では、教員等を目指す学生を日頃の学習支援や相
談相手として受け入れる取り組み等が実施されているた
め、先進事例も参考にしながら、本市で実施可能な取り
組みについて検討を進めたい。（教育委員会事務局長）

【質問項目】
▼ハクビシン対策　▼学びの多様化学校（不登校特例校）

女性の転入促進に向けた企業誘致
織田　伸一（富山市議会自由民主党）

問 まちなかや公共交通沿線にも企業を
誘致すべきと考えるが、見解は。

答 オフィス系企業であれば騒音など周
辺環境に影響を及ぼす可能性も低く、

また新たな雇用の創出や交流人口の増加などによりまち
づくりにもよい影響をもたらすことが期待できる。地方
への進出を検討している企業に対してダイレクトメール
の送付等による誘致活動を強化するとともに、私自らが
首都圏等の企業を直接訪問するなど、まちなかや公共交
通沿線への企業の進出を働き掛けることで女性や若者の
雇用機会の創出に取り組みたい。� （市長）

【質問項目】
▼女性の転入促進に向けた企業誘致　▼街区公園の維持管理および活用促進
▼地域コミュニティーの強化

１９人の議員が一般質問を行いました。その中から一部の質問・答弁の要旨をお知らせします。
議員名の横の二次元コードを読み込むと、インターネットで一般質問の様子を閲覧できます。　

母子健康手帳交付時に配布している「子育て施設マップ」紹介カード

（表面）

（裏面）
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小中学校における施設整備
高原　譲（富山市議会自由民主党）

問 学校施設の照明のＬＥＤ化について、
早急に対応していく必要があると考

えるが、見解は。

答 体育館照明のＬＥＤ化については、
大規模改造時のほか、５年度に４校、６年度に２

校で実施し、現在２０校でＬＥＤ化が完了した。また、
普通教室等については、照明機器の修繕時に蛍光灯から
ＬＥＤ機器に更新している。体育館等の空調整備に多額
の費用等が見込まれることから、空調整備が終わるまで
は蛍光灯の在庫の活用等により対応し、それ以降、ＬＥ
Ｄ化の迅速な整備に努めたい。（教育委員会事務局長）
【質問項目】
▼不登校の児童生徒に対応するメタバースの導入
▼小中学校における施設整備　▼富山ガラス工房　
▼富山マラソン

有害鳥獣
澤田　和秀（自由民主党）

問 本市の有害鳥獣対策における体制の
見直しと捕獲の強化が必要だと考え

るが、市長の見解は。

答 本市の有害鳥獣対策の体制はその種
ごとに異なり、農作物被害が主なシカ等は農林水

産部で一元的な対応、人身被害が想定されるクマは農林
水産部主体で実施隊や他部局と連携し対応している。ニ
ホンザル対策は部局横断体制で最善を尽くすとともに被
害防止対策の徹底を図るべきであり、捕獲対策が最重要
と考えている。今後は捕獲頭数の制限を設けない加害群
の除去について県へ強く要望していきたい。� （市長）

【質問項目】
▼こども誰でも通園制度　▼有害鳥獣　▼富山市の公共交通
▼大沢野行政サービスセンター跡地の温浴施設

くすり関連施設
田辺　裕三（富山市議会自由民主党）

問 くすり関連施設整備事業の６年度の
検討状況および今後の予定は。

答 ６年度は薬業や観光分野のほか、展
示施設の企画運営等に実績がある企

業に民間活力可能性調査を実施した。各企業から施設整
備へ期待する声や事業への参画に前向きな意見があり、
こうした企業との連携が可能であると考える。また、有
識者や薬学を学ぶ学生からは、３Ｄ映像や体験型展示等
を望む声があり、デジタル技術活用の必要性を感じてい
る。今後は、事業手法や規模等を決め事業者募集を行う
予定であり、鋭意取り組みを進めていきたい。（市長）

【質問項目】
▼マイナンバーの活用とマイナンバーカードの普及
▼紙類のリサイクル促進　▼くすり関連施設

富山港線の新駅設置
岡部　享（立憲民主党）

問 奥田中学校前駅から下奥井駅間の新
駅設置に対しパターンダイヤへの影

響などが指摘されている。住民の利便性向
上を優先すべきと考えるが、見解は。

答 新駅設置は、利便性が向上する方がいる一方、停
車駅増加による速達性の低下など富山港線全体で

のサービスレベルの低下につながることが懸念される。
また、用地の確保や多額の費用など課題が多くあると認
識している。いずれにしても新駅設置は、運行事業者の
富山地方鉄道が新たな需要や収支採算性などの観点から
判断されるべきものと考えている。（活力都市創造部長）
【質問項目】
▼保育の現状と対応　▼こども誰でも通園制度の実施
▼ブックスタート事業　▼富山港線の新駅設置
▼奥田団地跡地活用に向けた現状

子育て支援
柏　佳枝（公明党）

問 仕事と子育ての両立に向けて、病児 
・病後児保育事業者を増やすなど、

拡充ができないか。

答 本市はこれまでも、子育て世帯が仕
事と子育てを両立できるよう、全国に先駆けて

「お迎え型病児保育事業」を実施してきた。本年３月に
新たに策定する「富山市こども計画」においては、５年
度の利用実績をもとに、現在の１２施設から、９年度に
１カ所増やす予定としている。引き続き、子育て世帯の
ニーズに応え、子育てに優しい「子育て日本一とやま」
の実現に向け全力で取り組みたい。� （市長）

【質問項目】
▼子育て支援　▼福祉施策　▼市営住宅

刈り取り後の田んぼで落穂を食べるニホンザル
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一般質問

旧「古洞の森自然活用村」の温泉施設の営業再開
吉田　修（日本共産党）

問 営業再開後の本市としての関わり方
について、市長の見解は。

答 ４年度末に閉館した旧「古洞の森自
然活用村」については、市民の憩い

の場として復活を望む強い要望も聞いているため、新た
な方法で活用できるよう民間事業者を募集した。今後は、
早期再開に向けしっかりと支援を行うほか、営業再開後
は市ホームページや市公式ＬＩＮＥ等を活用した周知に
協力するとともに、事業者と情報共有しながら運営状況
にも目を配りたい。本施設が地元住民との連携の下、地
域の活性化に寄与することを強く期待している。（市長）
【質問項目】
▼旧「古洞の森自然活用村」の温泉施設の営業再開
▼加齢性難聴者への補聴器助成制度の創設
▼上下水道料金の引き上げ

除雪
久保　大憲（自由民主党）

問 日中の除雪対応強化として、夜間除
雪の担当事業者が対応できない場合

は、近隣事業者に日中のスポット対応を依
頼することを検討してはどうか。

答 応援除雪の導入は、オペレーターの急病等に備え
た除雪対応強化になるが十分な事前調査ができず

事故等の恐れがあるほか、急な依頼に業者が対応できな
い等の課題がある。応援除雪は、日中はもとより夜間除
雪のバックアップ体制に有効な手段であり、道路除雪に
協力いただける事業者と意見交換等を行い、安全で効率
的・効果的な除雪体制の構築を検討したい。（建設部長）

【質問項目】
▼除雪　▼予算編成・政策決定　▼職員の定年　▼ごみの減量化

富山市と富山県の連携
泉　英之（自由民主党）

問 有峰県立自然公園内の県が管理する
４カ所のトイレの維持存続と有峰ビ

ジターセンターの外部からの入り口改修を
要望するが、市長の見解は。

答 公園内のトイレや有峰ビジターセンターは県の管
理であり、改修や維持存続は県で判断されるもの

と認識している。本市の観光・産業面にとって重要であ
る当公園内に、廃止や休止中のトイレが複数あることは、
公園を訪れる方へのイメージダウンにつながる可能性が
あるため、改善を県に伝える一方、この自然公園の魅力
を今後も県と協力して発信していきたい。� （市長）

【質問項目】
▼富山市と富山県の連携

学びの多様化学校と地域のつながり
飯山　勝彦（富山市議会自由民主党）

問 学校名に「浜黒崎」の地名を残した
いと考えるが、見解は。

答 学校名に「浜黒崎」の地名を残すこ
とについては、新たに学びの多様化

学校として生まれ変わる浜黒崎小学校が、引き続き、地
域の学校として地元住民の方々に親しみを持っていただ
く上で候補の一つになると考えている。また、現在の当
校は市の指定避難所等にも活用されており、今後も同様
の役割を担うことが想定されることから、地域に開かれ
た学校として認識しやすい名称とすることが望ましい点
も踏まえ、今後検討していきたい。（教育委員会事務局長）
【質問項目】
▼学びの多様化学校と地域のつながり　▼空き家対策
▼障害福祉分野におけるＩＣＴやロボット技術の導入に対する支援
▼ひまわりプロジェクト

タイトル
■■　■■（■■■■党）

問 □□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

答 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

【質問項目】
▼□□□□□□　▼□□□□□□
▼□□□□□□

富山市の中小企業対策
舎川　智也（富山市議会自由民主党）

問 地域一体型オープンファクトリー
を開催する動きを積極的に後押しで

きないか。

答 市内を中心に複数のものづくり企業
の方々が一体となり地域型オープンファクトリー

を企画し、７年度に開催される予定と聞いている。製造
業を中心とした民間企業の方々が自らそれぞれの課題を
解決するために主体的に実施される地域一体型オープン
ファクトリーは、地域の活性化や中小企業等における人
材確保にもつながる取り組みになることから、積極的な
支援について今後検討していきたい。（商工労働部長）
【質問項目】
▼東京と地方都市の将来　▼富山市の中小企業対策　▼富山市民の歌

８年４月から「学びの多様化学校」として活用される浜黒崎小学校

※地域一体型オープン…　ファクトリー
ものづくり企業が地域内の他の企業と協力して、来場者に生産現場を公開することなど
を通して、「モノづくり」と「モノづくりのまち」の魅力を一体的に伝える取り組み

（※）
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法務指導監
大島　満（政策フォーラム３２）

問 法務指導監が受ける相談実態、５年
度と６年度の相談内容ならびに法務

指導監に就いた２年度からの相談件数は。

答 法務指導監の業務内容は、「通常の
行政事務に係る法令解釈の相談」や職員の「法務

能力向上のための研修」等である。各所属で業務に法的
な疑義が生じた場合、所属長等が代表し相談しており、
その内容は本市の業務のほぼ全ての分野にわたる。件数
は延べ回数で２年度が１，４３６回、３年度が１，５４９
回、４年度が１，７４４回、５年度が１，７６３回、６年
度が２月末時点で１，５３１回である。（企画管理部長）

【質問項目】
▼富山地方鉄道株式会社　▼法務指導監

学童保育の充実
赤星　ゆかり（日本共産党）

問 国は学童保育所が常勤の支援員を２
名以上配置した場合の補助の上乗せ

を６年度当初予算に計上したが、市は予算
計上しなかった。７年度予算には新たに計
上しているのか。また、その内容はどのようなものか。

答 放課後児童クラブを運営する事業者に対し常勤の
放課後児童支援員を２名以上配置した場合の補助

を行うために必要な経費を、本定例会に当初予算案とし
て提案している。また、常勤の放課後児童支援員を２名
以上配置した場合は、これまでの補助額より１クラブあ
たり年間１６８万４千円増額となる。（こども家庭部長）
【質問項目】
▼令和６年能登半島地震で被災した住宅復旧への支援等
▼富山大空襲の常設展示資料館設置　▼学童保育の充実
▼オーガニック給食の取り組み等
▼富山地方鉄道鉄道線の安全性と利便性向上、利用者増加のための取り組み

水橋学園
押田　大祐（自由民主党）

問 スクールバスの乗降管理システムの
導入の内容は。

答 学校再編に伴い、水橋地区で新たな
通学支援策として導入する予定のス

クールバスの乗降管理システムには、乗降の際に読み取
り機に二次元コードをかざすことで学校や保護者にＬＩ
ＮＥアプリで通知が届く機能や、ＧＰＳによりリアルタ
イムでバスの位置情報を学校や保護者に通知する機能な
どがある。こうしたシステムの導入が、保護者の不安の
軽減や地域の見守り活動の負担軽減、また教職員の事務
の簡素化につながると考えている。	 （教育長）

【質問項目】
▼水橋学園　▼公共交通　▼国営農地再編整備事業「水橋地区」

今後の財政と大きな負担が必要となる施策
江西　照康（自由民主党）

問 富山地方鉄道鉄道線の沿線以外の恩
恵のない地域への配慮が必要と考え

るが、市長の見解は。

答 本市では公共交通空白地域等で運行
されている地域自主運行バスを支援するとともに、

中山間地域で市営コミュニティバス等の運行も行ってき
た。一方で行政の取り組みだけでは地域の足の確保には
限界があり、今後、地域自主運行バスの重要性が高まる
ことから、今定例会にＡＩオンデマンド交通システムに
係る補正予算も提案したところであり、その実証結果を
踏まえ、今後の可能性を探っていきたい。� （市長）

【質問項目】
▼私道の除雪対応　▼今後の財政と大きな負担が必要となる施策

常任委員会の見直し
〇常任委員会の名称と所管の変更

３月定例会にて富山市議会委員会条例が一部改正され、４月から総務文教委員会が総務環境委員会に、経
済環境委員会が経済教育委員会に名称が変更となりました。また、防災危機管理部は建設委員会、環境部
は総務環境委員会、教育委員会は経済教育委員会の所管となりました。
（４月からの常任委員会の名称と所管）

総務文教委員会
↓

総務環境委員会
厚生委員会

経済環境委員会
↓

経済教育委員会
建設委員会 予算決算委員会

企画管理部、財務部、環境部、
出納課、議会事務局、選挙管
理委員会、公平委員会、監査
委員、固定資産評価審査委員
会、他の常任委員会の所管に
属しない事項

福祉保健部、こ
ども家庭部、市
民生活部、病院
事業局

商工労働部、農
林水産部、教育
委員会、農業委
員会

防災危機管理部、
活力都市創造部、
建設部、上下水
道局、消防局

予算、決算、
これらに関連
する事項
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本会議の開催日は、ケーブルテレビ富山および上婦負ケーブルテレビで生放送をご覧いただけます。
ただし、上婦負ケーブルテレビでの放送は、都合により、録画放送になる場合があります。

傍聴される方は、市役所東館８階の傍聴席入口で本会議傍聴申込書をご記入の上、お入りください。
イヤホンをご希望の方には、貸し出しております（イヤホン使用可の一般傍聴席６席）。
また、車いすでも傍聴できます。
手話通訳を希望される方は、傍聴希望日の５日前（閉庁日を除きます。）までにお申し込みください。

傍聴を希望される方は、委員会開会日の午前８時３０分から委員会開会時刻の１５分前までの間に、
議会棟６階の議会事務局へお越しください。
※予算決算委員会 ･ 全体会については、本会議と同様の手続きとなります。

ケーブルテレビでの本会議の生放送

議 員 の 寄 附 行 為 の 禁 止

傍  聴

　議員は、選挙区内の人や団体にお金や物を贈ることは、時期や理由を問わず、特定の場合を除いて、法律で
禁止されています。
　また、有権者が議員に寄附を求めることも禁止されています。

自由に傍聴することができます。（定員８６人）

各委員長の許可の上、傍聴することができます。（定員１０人）

本会議や委員会は、一般に公開されています。日程については、ホームページ等でご確認ください。

御祝 御祝

寸 
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お祭りや運動会への
寄附、差し入れ

町内会の集会や旅行への
寸志、差し入れ

落成式や開店祝いへの
花輪

年賀状、暑中見舞い、
お中元、お歳暮

葬式、結婚式での
代理出席者からの香典、祝金

葬儀の花輪、病気見舞い、
入学祝、卒業祝
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傍聴の際の注意事項
・私語や飲食など会議の妨害になることはしないでください。
・拍手など可否の表明はしないでください。
・写真の撮影、音声の録音はしないでください。
・携帯電話の電源はお切りください。
・帽子、コート、マフラーの類は着用しないでください。

本会議

委員会

富山市議会では、議員個人による弔電、祝電も廃止して
おります。ご理解の程、よろしくお願いいたします。

傍聴席
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次回６月定例会の日程（予定）

本会議の会議録

　本会議の会議録は、富山市議会のホームページ
でご覧いただけます。
　委員会・諸会議の議事録等も、ホームページに
掲載しています。
　７年３月定例会の会議録は、６月上旬に掲載す
る予定です。なお、会議録の冊子は、市立図書館
（本館）や市役所東館３階の市政情報コーナーで
閲覧することができます。

　No.６７（２年１２月定例会号）分か
らは、とやま市議会だよりのテキスト
データ（音声読み上げ対応）版の公開
もしています。

① 請願・陳情の趣旨を具体的に記載してください。
② 提出年月日、提出者の住所および氏名（法人の場合

は名称と所在地、代表者名）を記載し、署名または
記名押印の上、議長宛てに提出してください（署名
の場合は押印が不要です）。

③ 請願書の場合は、紹介議員の署名または記名押印が
必要です。

④ 定例会開会日の正午までに提出されたものを、その
定例会で審査・処理しています。

【お問い合わせ】　議会事務局 議事調査課
　　　　　　　　　ＴＥＬ  ４４３－２１５８
　※議員の連絡先は、富山市議会のホームページで
　　ご覧いただけます。

○○○に関する請願書
（陳情書）

紹介議員
（陳情書には不要）

○○○○
（署名または記名押印）

〈表紙〉

○○○に関する請願
（陳情）

請願（陳情）者
住所
氏名

（宛先）富山市議会議長

〈本文〉

1：趣旨
2：理由

年　月　日

請願（陳情）の書式例

請願・陳情（市政への要望・意見）の提出

請願書（議員の紹介あり）・陳情書（議員の紹介なし）を
提出される方は、次の要領でお出しください。

※日程については予定となっております。
　最新の日程や傍聴の取り扱いにつきましては、富山市議会の
　ホームページ等でご確認ください。

６月　９日 本会議（提案理由説明ほか）

６月１３日 本会議（一般質問）

６月１６日 本会議（一般質問）

６月１８日 本会議（一般質問）

６月１９日
本会議（一般質問）
予算決算委員会（前期全体会）

６月２０日 予算決算委員会分科会（経済教育）　・経済教育委員会

６月２３日 予算決算委員会分科会（厚生）　　　・厚生委員会

６月２４日 予算決算委員会分科会（建設）　　　・建設委員会

６月２５日 予算決算委員会分科会（総務環境）　・総務環境委員会

６月２６日 予算決算委員会（後期全体会）

６月３０日 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決ほか）

とやま市議会だより臨時会号を
６月５日に発行します。

　臨時会号では、４月２０日に投開票が行われた富山
市議会議員選挙で当選した議員の紹介や、新しい市議
会の役員などをお知らせいたします。
※富山市議会のホームページには、各種決定事項を随
　時掲載いたします。

インターネットでの本会議の　　
生中継および録画中継　　

　インターネットの録画中継は、各本会議終了後、
おおむね４日後（土・日および祝日を除く）から
ご覧いただけます。
　なお、編集作業等により公開が遅れることがあ
ります。

15とやま市議会だより・令和７年（２０２５年）５月２０日発行



とやま市議会だより
アンケートの結果
ご協力いただき、ありがとうございました。

市民の皆さまに、より親しまれる「とやま市議会だより」にするため、
前号でアンケートを実施し、８３人の方からご回答をいただきました。
その結果の概要について、お知らせします。
※プレゼントは、厳正な抽選のうえ、当選された方へ発送いたしました。

富山市議会の活動などの情報は
どこから入手していますか。（複数回答可）

◎期間：令和７年２月３日～３月７日
◎件数：８３件（ホームページ６６件、Ｅメール２件、
 ＦＡＸ１件、郵便１４件）
◎年齢： ２０代　　　　２．４％、  ３０代　　１９．３％、
  ４０代　　　１４．５％、  ５０代　　２２．８％、
  ６０代　　　１４．５％、  ７０代　　１９．３％、
  ８０代以上　　６．０％、  無回答　　　１．２％

※ご意見等については、類似したものをまとめ、要約して
　掲載しております。
　市民の皆さまから、このほかにもたくさんのご意見・ご
　要望をいただき、ありがとうございました。
　お寄せいただいたご意見は、今後のとやま市議会だより
　の企画・編集の参考にさせていただきます。

問１ 「とやま市議会だより」で関心のある
記事は何ですか。（複数回答可）

問２

「とやま市議会だより」について、
ご意見・ご要望や読んでみたい記事等
ご自由にお書きください。

問３

●表紙がカラフルで読んでみようと興味をそそる。

●常任委員会のページの文字がぎっしりすぎて読みにく
く、写真は似たようなものが多い。

●一般質問が簡潔で分かりやすい。

●日頃気になっていることが一般質問で取り上げられて
いると、真剣に読みます。

●一般質問に議員の顔写真が入るようになってから注目
して読むようになった。

●二次元コードを読み取り、簡単に議会の様子が見られ
るのはとても便利。

●一般質問の議員の掲載順を五十音順に変えてみてはど
うか。

●市長の答弁を詳細に載せてほしい。

●行政視察報告について、視察後の感想やこれからの取
り組みを掲載してほしい。

●とても読みやすい構成でまとめられている。

●文字ばかりで読みにくく、内容があまり頭に入ってこ
ない。

●小中学生にも読みやすい記事があれば、子どもたちに
も議会が身近なものになると思う。

●若い世代の人達に、もっと本紙に関心を持ってもらえ
るよう、市に関するふるさとクイズや観光スポット等
の記事を掲載してはどうか。

●議員が普段どのような活動をしているか具体的に知り
たい。

●議員が市民のためにどのような活動をし、何を変えた
のか、全く伝わってこない。

●請願の審査内容を掲載してほしい。

●可決や認定された議案等について、その後の経過を記
事にしてほしい。経過が分かると事柄に愛着が湧く。

●疑問や不満に思っていることを、どのような方法で議
員に伝えたら質問に取り上げてもらえるのか知りたい。

●市議会だよりがなければ議会の様子が分からないので
必要である。市議会を知る手がかりとなっている。

●自分が推している議員の記事を見るのが一番の楽しみ。

●いつも興味深く拝読させていただいております。これ
からも、より多くの方に読んでいただけるような紙面
作りをよろしくお願いします。
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